
学校だより

磯の香り

式 辞 （前段省略）

新入生の市原 ゆりさん、角田 しょうごさん、角田 みはねさん、ご入学おめでとうございます。
あなたたちの入学してくることを先生方も上級生のお兄さん、お姉さんも楽しみにしていました。
先ほど一人一人の名前を呼ばれたとき、気持ちの良い返事ができましたね。その返事を聞いて校長先生

はとても嬉しくなりました。どうしてかと言いますと、あなたたちの声に、「元気さ」そして、「素直さ」を
感じたからです。明日から小学校生活が始まりますが、この２つの力を持っているあなたたちなら「大丈
夫」です。
では校長先生から新入生のみなさんに毎日を過ごすためのお話をしますから、しっかり聞いてください。
一つ目は、「なぜだろう」、「どうしてだろう」と不思議に思う気持ちを持ち続けていこうです。

世の中には今はまだ知らない、分からない事がいっぱいあります。先生方と一緒に学んで、「そうなん
だ」と分かったときは、すごくうれしくなるはず。「できた」「わかった」と喜んでいるみなさんのキラ
キラした表情を見るのを楽しみにしています。
二つ目は「お話をよく聞く」です。学校では、先生たちが、いろいろなことを教えてくださいます。大切な

ことが多いです。話し始めたら、先生の方を見て、よく聞きましょう。今、ここから見るとみなさんは、
目を大きく開いて校長先生を見てくれています。立派な姿だと思います。このままいきましょう。
三つ目は「あいさつしよう」です。元気な挨拶をすると、まず自分が気持ちよくなります。挨拶された相手

も気持ちよくなって挨拶を返してくれます。お互いが気持ちよくなると気分良くお話ができ仲良くなれま
す。本当にいいことづくめです。
以上、３つのことを、明日からの学校生活の中で取り組んでみましょう。きっと一年後、ものすごく成

長していると思います。そして、分からないことやとまどうことがあったときは、周りを見回しましょう。
頼りになるお兄さんお姉さんがいます。何でも聞いてくださいね。
在校生のみなさんへ。昨日の始業式でもお話したましたが、今直接新入生に伝えました。明日からは、

頼られる先輩です。六年生を先頭に、力を合わせて学校を盛り上げていきましょう。
さて、保護者の皆様、お子様のご入学誠におめでとうございます。心より御祝い申し上げます。子ども

の教育は、家庭と学校とが車の両輪になって、互いに連携を図りながら進めていくことが大変重要であり
ます。ＰＴＡ会長様におかれましては、本年度保護者のまとめ役・橋渡し役としてご尽力をお願いします。
私達、教職員一同も、一丸となり少人数であることの利点を生かし、お子様の可能を最大限に伸ばして

いけるよう、誠心誠意、努力して参ります。本校の教育活動にいっそうのご理解とご協力をお願い申し上
げて式辞といたします。

令和６年４月２０日
福井市長橋小学校
TEL：８６－１１１９
FAX: ８６－１１１０

４月９日（火）に３名の新入生を出迎えて、令和
６年度入学式を挙行しました。昨年は入学生がい
なかったので、２年ぶりの開催でした。初々しい
表情で家族とともに登校してきてくれました。と
ても素晴らしい態度で式典に参加していたことが
印象的でした。大いに期待しています。



学年 男 女 計

１年生 １ ２ ３

２年生 ０ ０ ０

３年生 ０ １ １

４年生 ２ ２ ４

５年生 ３ ０ ３

６年生 ２ １ ３

計 ８ ６ １４

職・担当 氏 名 職・担当 氏 名

校 長 水上 真一 調理技師 柳 泰毅

教 頭 政實 俊徳 調理技師 野村 里美

１年生 坪口 弘子 施設技師 伊原 康夫

３・４年生 清水 杏子 いきいきサポーター 堂下 和代

５・６年生 長田 剛裕 図書支援員 酒井 忍

養護教諭 北嶋このみ ＡＬＴ コナー･ダナヒー

事 務 西藤 貴世 学校運営支援員 勝木 陽子

栄養教諭 平馬 祐子 学校カウンセラー 山本 和史

学年・学級構成および学校職員

４月１０日、給食開始日はとても良い天気に恵まれ、予定し
ていたお花見給食を実施しました。今年は校庭の桜が遅咲き
だったこともあり、花満開の中で楽しい時間を過ごしました。
日本古来の食文化に触れ、風流を感じることのできたひと時
となりました。
なお、食事後は、みんなで校庭で遊んだのは言うまでもあ

りません。

お花見の始まりは、古くは平安時代の貴族が桜
を見ながら歌を詠んだり、蹴鞠（けまり）をした
行事が始まりで、享保年間に八代将軍吉宗が、飛
鳥山や隅田川堤、小金井堤などに数千本の桜を植
えて庶民のお花見を奨励。このころから庶民は咲
き誇る桜を見に繰り出し、桜の下でお弁当を食べ
ながらお花見を楽しみました。

学校生活に早く
慣れてください
ね。元気な声を
響かせてほしい
です。


